送付状
2016年5月13日
大阪でタンデム自転車を楽しむ会

会長　鈴木　昭二
拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

　私ども、「大阪でタンデム自転車を楽しむ会」は、「大阪でエコで誰もが楽しめる乗り物であるタンデム自転車の普及」を目的として、2012年4月20日に設立されました。会員（2015年度：5団体・26個人）を始め、様々な方々と協力しながら、体験会・試乗会等（2015年度：22回）、タンデム自転車の貸し出し、ＨＰなどでの情報発信など、タンデム自転車の普及に取り組んでいます。
　タンデム自転車は、本来、道路交通法により公道走行可能な自転車ですが、道路交通法規則の自転車乗車人員に対する規則の中で、２人分の乗車装置を有するタンデム自転車も、規制の枠組みに組み込まれ、公道走行を制限されていると言われています。公道走行の可否は、各都道府県の公安委員会の定めた規則に委ねられており、地域によって対応が異なっています。
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　2013年7月には、大阪府議会の７会派（大阪維新の会大阪府議会議員団、公明党大阪府議会議員団、自由民主党大阪府議会議員団、民主党・無所属ネット大阪府議会議員団、日本共産党大阪府議会議員団、みんなの党府民会議、府民クラブ）に意見書とともに、「大阪府内でのタンデム自転車走行に関する質問票」を送付し、回答いただきました。当時は、反対意見はなかったものの、「条件付で賛成である」との意見が多くを占め、道路の安全性確保や自転車を運転する人の理解・技術向上が必要との意見をいただきました。
　一方、全国的には、市民からの要望を受けて、条例を改正し、公道走行を可能とした地域が増えつつあり、現在１２府県が一般道での走行が可能となり、事故は起きていません。

私どもも、継続して、全国各地の同様の活動を続ける市民と交流しつつ、タンデム自転車の試乗会や講習会、タンデム自転車ツアー、台湾や韓国などの視覚障がい者団体との交流などを続けてくる中で、大阪でも是非、一般道を２輪のタンデム自転車が走れるようになってほしいと思うに至りました。
　今回、我々は大阪府道路交通規則を改正して、大阪府下で二輪のタンデム自転車が走行できるようにしてほしいという要望書を提出します。

どうか、趣旨をご理解の上、ご協力いただきますようお願い申し上げます。
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敬具
大阪でタンデム自転車を楽しむ会（事務局）

公益財団法人　公害地域再生センター（あおぞら財団）　

〒555-0013　大阪市西淀川区千舟1-1-1　電話06-6475-8885 e-mail: webmaster@aozora.or.jp
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http://www.tandem-osaka.com/　　　　　　　　　http://www.facebook.com/osaka.tandem
大阪府公安委員会 御中
大阪府内でのタンデム自転車の走行に関する要望書
２０１６年５月１３日

大阪でタンデム自転車を楽しむ会　会長　鈴木　昭二

１）背景

· タンデム自転車は、乗車人数分のサドルとペダルなどの乗車装置を装備し、前後に並んで乗り同時に駆動することができる自転車のことです。

· 後ろに乗る人はハンドルを操作する必要がなく、一人で自転車に乗ることができない障がい者、足腰の弱い高齢者、子どもなども乗ることができます。パラリンピックでは、視覚障がい者がタンデムの後部席に乗って行う自転車競技も開催されています。

· 全国では、2016年4月1日現在、長野県・兵庫県・山形県・広島県・愛媛県・宮崎県・佐賀県・新潟県・愛知県・群馬県・京都府・富山県で一般公道走行が可能であり、順次増加しています。

２）タンデム自転車に乗りたい理由／普及を望む理由

· 当会で、タンデム自転車の普及を望む理由は、以下２点です。

· 一つ目は「一人では自転車に乗ることができない様々な障がいを抱えた人の健康増進・交通手段として活用したい」からです。徒歩以外では、バスや電車、タクシーに頼るしかない障がい者でも、タンデム自転車を使用することができれば、身近な買い物・仕事・通学等に活用できます。また、スポーツ、観光、リハビリの手段として活用することで、新たな可能性が広がります。移動手段の道を開くことで、社会参加を促すことにつながります。
· 二つ目は、「誰もが、楽しめる乗り物として活用したい」ということです。障がい者に限らず、二人で楽しめるタンデム自転車は、子どもからお年寄りまで誰もが楽しめるエコでユニバーサルな乗り物です。大阪から新たな自転車文化を創出するため、タンデム自転車の活用・普及を望みます。
３）タンデム自転車の安全性について

· タンデム自転車は、交通ルールにもとづいて使用すれば安全な乗り物です。これまで、公道走行が可能となっている１２府県においても事故の報告はなく、当会が実施する体験会や貸し出し（毎年約700～800名が乗車）においても、事故は起きていません。
· 世界的にみても、日本以外にタンデム自転車を禁止している国はありません。2020年の東京パラリンピック開催を控え、ユニバーサルな社会環境づくりの一環として、誰もがタンデム自転車を安全に楽しめるよう、府内全体の自転車交通ルールの遵守・マナーの向上、自転車利用環境の向上を望みます。
◎要望すること
1． 大阪府内の公道でのタンデム自転車走行が可能となるように規則改正を望みます。
2． 誰もがタンデム自転車を安全に楽しめるよう府内の自転車ルール遵守・マナー向上を望みます。
■参考資料

○大阪府道路交通規則

(軽車両の乗車又は積載の制限)

第11条　法第57条第2項の規定による軽車両の乗車人員又は積載物(積載装置を備える自転車及び自転車により牽けん引されるリヤカーの積載物に限る。以下この条において同じ。)の重量、大きさ若しくは積載の方法の制限は、次の各号に掲げるとおりとする。

(1)　2輪の自転車の乗車人員は1人を、3輪の自転車の乗車人員はその乗車装置(幼児用座席を除く。)に応じた人員を超えないこと。ただし、次のいずれかに該当する場合は、この限りでない。

ア　16歳以上の運転者が幼児(6歳未満の者をいう。以下同じ。)1人を幼児用座席に乗車させる場合

イ　16歳以上の運転者が幼児2人を幼児二人同乗用自転車(運転者のための乗車装置及び2の幼児用座席を設けるために必要な特別の構造又は装置を有する自転車をいう。)の幼児用座席に乗車させる場合

ウ　16歳以上の運転者が4歳未満の者1人をひも等で確実に背負う場合(イに該当する場合を除く。) 
○兵庫県道路交通法施行細則

（軽車両が乗車又は積載の制限）

第７条法第57条第２項の規定による軽車両の乗車人員又は積載物の重量、大きさ若しくは積載の方法の制限は、次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 乗車人員の制限は、次のとおりとする。

ア二輪又は三輪の自転車には、次のいずれかに該当する場合を除き、運転者以外の者を乗車させないこと。

(ｱ) 16歳以上の運転者が、６歳未満の者１人を幼児用座席に乗車させている場合

(ｲ) 16歳以上の運転者が、４歳未満の者１人を背負い、ひも等で確実に緊縛している場合

(ｳ) 16歳以上の運転者が、幼児二人同乗用自転車（運転者のための乗車装置及び二の幼児用座席を設けるために必要な特別の構造又は装置を有する自転車をいう。以下同じ。）の幼児用座席に６歳未満の者２人を乗車させている場合

(ｴ) 16歳以上の運転者が、幼児二人同乗用自転車の幼児用座席に６歳未満の者１人を乗車させ、かつ、４歳未満の者１人を背負い、ひも等で確実に緊縛している場合

(オ) 運転者以外の者の用に供する一の乗車装置を備える自転車の運転手が、その乗車装置に１人を乗車させている場合
〇群馬県警察資料（群馬県道路交通法施行細則の一部改正（平成27年6月26日公布、8月1日施行））
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